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細川氏収集多久古文書の村炭坑用具 目録

秀村選三 荻野喜弘

今野 孝 東定宣昌

1.収 集 の 経 過

細川章氏収集炭坑用具は現在 、佐賀県 多久市多久町東の原、西小路の同氏宅敷地

内の収蔵庫(土 蔵)に 収め られている。その収集経過は次の通 りである。昭和42年

(1967)秀 村選三 はア メ リカ、 ヨーロ ッパ各地のopenfleldmuseumを 見学 し、当時

我が国で急速に消滅 ・散侠 しつつあった民家、生産用具、生活用具等の保存の緊急

性 を痛感 し、これ まで古文書等の調査、村落での聞取調査で交渉のあった各地の人

々に連絡 し、生産用具 、生活用具 等の調査 、収集等 を訴 えたが 、当時は未だ歴史民

俗資料館等の設置以前の時代で、 この方面への感覚は乏 しく、反応は鈍かった。 し

か し佐賀県 多久市立図書館司書の細川章氏か らは、調査 、収集に協 力す る旨の応答

があった。そのため 多久市(そ の他に壱岐等)を 調査 、収集予定地 として、昭和43

年度文部省科学研究費(試 験研究)に 「消滅 しつつある生産用具 、生活用具の調査 、

収集、保存、研究」の題 目で申請 し、採択 されたので、九州大学 日本経済史研究室

では 多久市で農具 、生活用具 を主 とし、炭坑用具 を副 として調査、収集す ることと

した(こ のほか壱岐において捕鯨用具 、海女用具 を収集)。

この調査 、収集 にあたっては、その緊急性 、人手の不 足、運搬力の不備のため、

多久市 に度々協力 をお願 いしたが、我 々の説明が不充分 であ ったためであろ う、つ

いに積極的協力 を得 ることがで きなかった。そのため、収集の機会 を逃が した り、

大量の用具 を運び きれなか ったこ ともあ り、悔いが残 ってい る。や むな く地元では

細 川章氏に個 人的協力 をお願い し、勤務時間以外の時間 を利用 して収集にあたって

もらった。我 々の グループ と細 川氏は相互に協力 して、出来 るだけ1用 具2点 以上

を収集 し、1点 は細 川氏の もとに保存す るこ ととしたが、その後細川氏が長 い年数

をかけて独力で集め られた もの も少な くない。細川章 「わが石炭資料収納庫報告記」

(『エ ネルギー史研究 ノー ト』No5)に よれば次の 日程で収集が行なわれた。
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昭和43年(1968)9月18日

第1回 収集打合会、出席者、細 川章(多 久市立図書館司書)、 秀村選三(九 州大

学教授)、 武野要子(福 岡大学商学部教授)

同年10月

細川、秀村、武野、松下志朗(九 州大学助教授)、長野暹(佐 賀大学教授)ら 、

多久市北 多久地方の炭坑用具収集。同時に もと鳥越坑坑主お よび北 多久町老人

クラブで聞取調査 。は じめは農具 、生活用具等の調査、収集のため 多久市内各

地区 を廻 ったが 、炭坑用具の収集 、保存が きわめて緊急性 を要す ることに気付

き、漸次炭坑用具 の収集に集中 し、当時西杵炭鉱に居た竹上俊夫氏の協力 を得

るようになった。

同年11月

もと畑瀬 ・滝の山坑主 ならびに 多久市四下の もと坑夫の聞取調査 と用具収集。

昭和44年1月 ～5月

多久市内の もと女坑夫の人たちの聞取調査 と用具収集。

同年4月

細川、秀村 ら杵島炭鉱閉 山による同坑用具収集。

昭和45年1月 ～3月

もと女坑夫の 人たちの聞取調査 と用具収集。

昭和47年11月

細川、秀村、松下 、明治佐賀 ・同西杵坑閉山に よる両坑関係用具収集。

昭和48年6月

細川、秀村、長崎 県北松浦郡福島町福島坑 において、用具収集。

これ らを主たる もの として、それ以外は細川氏が コツコツ と1点 つつ収集 された

ものである。

II.収 集炭坑 用具 の特 色

この収集 された用具類の特色は、次の とお りである。

1.前 述の ように、福島炭鉱(佐 賀県北松浦郡)を のぞけば 、佐賀県 多久市 を中

心 として、その周辺部の東松浦郡、小城郡、杵島郡の用具 を主 とする ものであ

ること。
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2.手 掘 り時代か らの手労働 の用具 であ るこ と。

もともと 「科学研究費」の申請においては生産用具 、生活用具 ともに主 とし

て手労働の用具 に限定 してお り、前掲 「報告記」 も 「近代的な設備 を完備 した

礦山の用具 などとて も私 たちの手に負えるものではない し、収蔵する場 所だけ

でも広大な敷地 を必要 とす る。 それに私には巨大 な選炭機一つ とって もその機

能 を理解するこ となどとて も出来そ うに もないことであった。そこで手掘 りの

段階 を重点的に とい うことになったのである」 と記 している。

この点につ いて、さらに補 足すれば 、こうした手掘 り段 階の用具が昭和40年 代に

収集可能であった(極 めて困難 であったにせ よ)理 由のひ とつ は、次の ような事情

にあった。

多久市周辺におけ る石炭採掘の もっ とも古 い記録は、宝暦元年(1751)杵 島郡大

崎村之 内大副 山(現 在杵 島郡北方町)で の採掘記録(細 川章 「肥前 多久御屋形 日記

の中の石炭記事」、『エネルギー 史研究 ノー ト』No.6)で あ り、非常 に早 くか ら石炭

採掘が行なわれて きた歴史を有 した。 しか も明治初頭には、小城郡 多久町1、 小侍

村11、 多久原村4、 杵島郡大崎村1、 志久村2、 福母村3、 と多数 の炭坑が稼行 し

ていた(「 明治六年官省=進達」、秀村選三他編 『明治前期 肥前石炭礦 業 史料集』所収)。

後に明治32年 の貝島の進 出を最初 として、三菱、明治が進出す るが、なお 多久市お

よび周辺では、第二次大戦後の朝鮮戦争の頃 まで小炭坑が 多数存在 し、 「薄層 を全

く用いず、スラで引出し、竹製の万解 で選炭 をしていた」(細 川、前掲 「報告記」)

といわれ る。 このこ とはエネルギー革命に よる多久市内の炭鉱閉 山状況 を示す次の

表に よって もうかが うことができる。

以上 のような事情か ら、細川氏 らの努力によって、手掘 り段階の用具の収集が可

能であったのだが、表か らも明かな とお り、細川氏収集用具 は、収集開始期に稼行

していた炭鉱 はすでに大手炭鉱 のみであったこと、また収集費用がなか ったこ とも

あって、一定の限界を持つ ものであったと言わなければならない。

3.手 労働の炭坑用具 の原初的な ものは農具 と共通乃至 多少改変 した ものである

(た とえばツルハシ、 カキ枝、ホゲ、マ ンゴク等)。 は じめ農具 の調査 、収集 と

併行 して行なったの もこの点の理解に良かった と思 う。

※なお細川氏の収集 と同時に行なわれた九州大学 日本経済史研究室収集の炭坑用具

はその後九州大学に石炭研究資料セ ンターの設置に ともない、同セ ンターへ移 され

ている。
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多久市内炭鉱の閉山状況

炭鉱名 会社別 閉山年 月 閉山時の従業員 整理 方式 所 在 地

多 久 原 ト

木 村

畑 瀬

山 犬 原

莇 原

大 伸

船 山

小 城

立 山

吉 原

井 手

番 所

多 久

柚 木 原

北 島

古 賀 山

明治佐賀

※佐 賀

(北 島)

明治

三菱

明治

新明治

日召不日33.4
…

34・5i

36・6i

36.61
37.31

37.6

37.7

37.7

38.2

38.5

38.6

38.7

42.1

42.1

42.2

43.1

44.7

47.11

128人

0

73

130

34

30

10

1,552

702

139

72

39

150

15

100

1,268

940

300

買上

消滅

(△)

買上

交付

交付

消滅

交付

交付

(△)

交付

保安(○)

交付

交付(△)

交付(△)

交付

交付

交付

1北 多久町 多久原

北 多久町番所

1北 多久町柚木原

北 多久町山犬原
H

I北 多久町砂原

1北 多久町多久原

北多久町柚木原

東多久町池の平

北 多久町立山

北 多久町柚木原

北 多久町莇原

北多久町番所

北多久町柚木原

北多久町柚木原

北多久町柚木原

北多久町多久原

北多久町多久原

北多久町宮の浦

(注)会 社 別 の 記 載 が な い と こ ろは 、一 山 一 社 の 炭 鉱 で あ る 。

△ は 、 柚 木 原 共 同 鉱 区 の 炭 鉱 で あ る。

※ は 、 明 治 の 第 二 会 社 で あ る。

○ は 、 保 安 炭 鉱 方 式 を放 棄 した。

(出 典)川 内 昇 、 「炭 鉱 閉 山始 末 記(1)」(『 エ ネ ル ギ ー 史研 究 ノー ト』No7、76頁 に よ る)。
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凡 例

1.本 目録 は 、唐 津炭 田の肥 前 多久地 方 を中心 と した地域 で収 集 した 、該地 域 の 炭

鉱 で使 用 され て い た炭坑 用具 類 の 目録 で あ る。 その 中か ら今 回本 目録 に は整理

番号160番 お よびH-22番 まで を収 録 した。

2.採 録 にあ た って は 、標 本 の写 真 をか か げ 、 その下 に標 本 番号 、名称 、型式 、製

造 番号 、外形 寸法 、製造 者 、製 造年 月 日、採 集地 、採 集 年 月 日、お よび 備 考 ・

注 記事 項 等 を必要 に応 じて記載 した 。

a.名 称 につ いて は 、 もっ とも一 般 的 に使 用 され た と思 われ る もの を採 用 し、別

称 ・俗 称 な どは()内 に 、 また仮 標 目には 〔 〕 を付け て示 し、 また

名称 のわ か らな い もの は 、 〔不 詳〕 とした。

b.機 械 ・器具 類 につ いて は 、その 銘板 等 に よって 型式 、製 造 番号 、製造 者 、製

造年 月 日等 を記 載 した が 、 これ らの な い もの 、お よび判 読 しが たい もの は記

載 しなか った。

c.外 形寸 法 につ いて は 、調 査 時 に作 図 を して 、詳 細 な計 測 を行 な って い るが 、

本 目録 には 、主 要 な数値 を掲 げ るに と どめ た。数 値 は 、単 位 は ミリメー トル 、

基 本 的 には タテ × ヨコ×高サ で示 した が 、必要 に応 じて計 測 部 位 を適宜

表 示 した場 合が あ る。 また 外形寸 法 の記 載 を省略 した もの もあ る。

d.標 本 は 、採 集時 に名称 そ の他 に 関す る項 目を記 入 した札 を付 し、保 管 され て

い たが 、今 回の調 査 時 まで の間 に この札 が 汚損 あ るいは紛 失 した もの が あ り、

そ の ため 〔不 詳 〕 とせ ざる を えな い もの もあ った。

3.本 目録 の 作成 に は 、秀 村選三 、東定 宣 昌、荻 野喜 弘、今 野 孝が あた り、特 に細

川章 氏の協 力 を得 た。 また写真 撮影 お よび計 測 に は、 当時 九州 大学 経 済 学部 学

生 で あ っ た吉 川秀 孝 、中島 昭 の両 君 の協 力 を得 た。

(付記)本 目録は、昭和58～59年 度文部省科学研究費補助金 一般研究(C)「 九州

産炭地域 における炭坑用具 の 目録作成 とその産業考古学的研究」 による成

果の一部である。
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1.三 菱 サ ン タ ー 発 破 器

型 式2A-20製 造 番 号462112

本 体120×85×15ハ ン トル85×88

明 冶 佐 賀 鉱 業 村 上 組 昭 和48年1月8日

2。 カ キ 板

柄665刃 幅238

4.旭 式電 気 発破器

禦式ABC番 号1092容 量50発 掛

本体140×147×160ハ ン トル88×55

旭化 成工 業株 式 会社製 造

5.仕 繰 斧

柄525刃 長165刃 幅70

3.カ キ板

柄665刃 幅255

西杵 炭鉱 昭和48年1月17日

6.仕 繰斧

柄306刃 長150刃 幅70

備考 一手 製 カバー 付

〈6>



7.ピ ッ ケ ル

柄550刃 長155

明 治 佐 賀 鉱 業 村 上 組 昭 和47年12月11日

備 考 一 柄 に 「滝 口」 の 彫 刻 あ り

10.ツ ル ハ シ

柄890刃 長280

8.ピ ッケ ル

柄665刃 長145昭 和45年3月1日

備 考一 多久市莇 原 、市 丸秀 太氏(元 坑 業)が 明

治 末か ら使 用 、斤量 方が 炭車 の石 炭の 吟

味 に使 用

11.ガ ン ヅ メ

柄760刃 長145 刃幅190

9.改 良 ツル

柄884刃 長239

多久市莇 原 、佐 賀金属(古 鉄 商)

昭和45年2月15日

12.ガ ン ヅ メ

柄815刃 長210 刃幅290
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13,ガ ン ヅ メ

柄895刃 長200刃 幅300

16.ジ ョ ウ レ ン

柄665刃 長195 刃幅125

14.ガ ン ヅ メ

柄662刃 長125 刃幅205

17.カ キ板(柄 な し)

刃 長100刃 幅170

穴22φ

取 付金具52+87

15.ジ ョ ウ レ ン(カ キ 板)

柄560刃 長170刃 幅120

明 治 鉱 業 昭 和48年1月18日

18.坑 内 鋸

柄337刃180×57

昭 和48年1月10日

備 考 折 た た み 式
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19.坑 内 鋸

柄520刃387×60

22.牛 の 爪

153×45×33

20.カ キ板

柄395刃 長95刃 幅245

備 考一柄 が途 中 で折 られ て いる

23.牛 の爪

175×45×25

多久市 莇 原 、山本 商店(炭 坑用具 商)

昭和45年2月15日

21.牛 の 爪

192×46×23

西 杵 炭 鉱 昭 和48年1月17日

24.牛 の 爪

157×41×32

西 杵 炭 鉱 昭 和48年1月17日
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25牛 の 爪

225×73×30

西 杵 炭 鉱 昭 和48年!月17日

28輪

220×250線 径10φ

26鋸

全 長732

西 杵炭 鉱

季丙400刃332×65

昭 和46年1月17日

27輪(盗 難防 止器)

径293φ 線径8φ

明治 佐賀 鉱業 村上 組

備 考一 鍵 付 き

昭 和47年12月11日

29改 良 ツル穂 先(写 真 、右)

全長160刃133最 大幅30

最大 厚20

備考 一 「稲富 」の 彫刻 あ り、タガ ネの代 用に され

た もの と思 われ る

30改 良 ツル穂 先(写 真 、左)

全長175刃133最 大 幅27

最 大厚17

備 考 「北 田」 の彫 刻 あ り
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31.ツ ル穂 先

全 長250最 大 幅37 最 大厚42

34.ケ ン カ キ

全 長350鈎 部52握 部105

32.ケ ン カ キ

全 長405鈎 部72 握 部130

35ケ ンカ キ

全長410鈎 部70握 部115

昭和48年

33.ケ ン カ キ

全 長342鈎 部43 握 部100

36.ケ ン カ キ

全 長385

西 杵 炭 鉱

鈎部70握 部110

昭和48年1月17日
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37.ケ ン カ キ

全 長395

西 杵 炭 鉱

鈎部60握 部95

昭和48年1月17日

40.ケ ン カキ

全 長40鈎 部72握 部!00

西 杵炭 鉱 昭 和48年1月17日

38.ケ ン カ キ

全 長403

西 杵 炭 鉱

鈎部74握 部118

昭和48年1月17日

41.ケ ン カ キ

全 長439

西 杵 炭 鉱

鈎 部70手 屋音に100

昭 和48年12月9日

39.ケ ン カキ

全長252鈎 部85

明 治佐 賀鉱 業村上 組

握部107

昭和47年12月11日

42.ヘ ル メ ッ ト

240×220×145合 成 樹 脂 製

備 考 一 明 治 鉱 業 の 社 章 付 き
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43.ヘ ル メ ッ ト

215×210×135 アルマ イ ト製

46.ヘ ル メ ッ ト

240×213×125ア ル マ イ ト製

備 考 一 「保 安 係 員」 ・ 「よ い か 推 進 委 員 」 の プ レ

ー ト付 き
、 緑 色 ビ ニ ル ・テ ー プ巻 き

44.ヘ ル メ ッ ト

253×195×120 合成樹脂製

47.ヘ ル メ ッ ト

225×205×145ア ル マ イ ト製

備 考 一 赤 色 ビ ニ ル ・テ ー プ巻 き

45.ヘ ル メ ッ ト

245×200×140ア ル マ イ ト製

備 考 一 「火 薬 係 員 」 の プ レ ー ト付 き 、 「和 田 」 の

記 名 あ り

48.ヘ ル メ ッ ト

244×198×130 ステ ン レ ス製

〈13>



49ヘ ル メ ッ ト

205×225×145ア ル マ イ ト製

備 考 一 「よ い か 推 進 委 員 」 の プ レ ー ト付 き

51.〔パール 〕

全 長257 鈎部25

52.〔パール 〕

全 長333 鈎部22

50.ヘ ル メ ッ ト

243×200×115合 成 樹 脂 製

備 考 一 キ ャ ップ ・ラ ン プ 装 着 の よ うす

53.〔パール 〕

全 長263

西 杵 炭 鉱

鈎部25

昭和48年1月17日

54.〔 灯心 台〕

上部60φ 下 部80φ 高 さ85

明 治佐 賀鉱 業

備 考一 同炭 鉱古 洞か ら採 集 され た もの

55.東 科 瓦斯 検定 器

S10型13462180×95×40

東科 計 器株 式会 社製 造

備 考一 メタン瓦 斯0～10%用
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56.リ トル ガ ス検 定 器

TYPEA-lNo.91001167×80×40

TOKASEIKISS

明 治 佐 賀鉱 業 村 上 組 昭 和48年1月8日

59.〔 手 製 ス イ ・チ 〕

80×40×20

西 杵 炭 鉱 昭 和48年1月28日

備 考 木 片 に 銅 板 の 接 片 を つ け た もの

57.理 研 ガ ス検 定 器

18型188089195×100×40

理 研 株 式 会 社 製 造

60.〔 手 製 ス イ ッ チ 〕

82×20×22

備 考 一 木 片 に 銅 板 の 接 片 をつ け た も の 、 絶 縁 テ

ー プ 巻 き

58.〔 手 製 ス イ ッ チ 〕

210×30西 杵 炭 鉱 昭 和48年!月24日

備 考 一 竹 に コー ドを通 し た も の 、 「デ イー ゼ ル

合 図 器 」 と し て 使 用

61,耐 圧 電 気信号 開 閉器

河野 式G-2型70×72×171

〈15>



62.〔 手 製 ス イ ッチ 〕

180×25>〈23

備 考 木 片 に ゴ ム で絶 縁 した 鉄 片 を 付 け た もの

65.防 爆 型押釦 開 閉器

上部50φ 下 部67φ 高 さ96

取 付座50×123

本 多産業 株 式会社 製造

63.耐 圧 電 気 信 号 開 閉 器

河 野 式G-2型70×72×171

※61と 同 型 品

66.防 爆型 押釦 開閉 器

※65と 同型 品

64.耐 圧 電 気 信 号 開 閉 器

河 野 式G-2型70×72×171

※61と 同 型 品

67.耐 圧 電 鈴

河 野 式AB-4型

125×180φ 取 付 座80×300
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68.操f乍 盤

240×185×101

71.〔 赤 色電 球 〕

69.防 爆 型磁 石式 壁掛 電話 機

型式TWM-191-M製 造 番号511

410×265×145

沖 電気 工業 株式 会社1965年 製造

72.詰 所 用 電 灯

180×200φ

備 考 一 電 球 な し 、 傘 の み

70.防 爆 電灯

型式EL-53130×130φ

本 多産 業株 式会 社 昭和31年12月 製 造

73.テ ス ト電 球

ラ ン プ45×25φ ク リ ッ プ52

杵 島 炭 鉱 昭 和45年2月12日

備 考 一 キ ャ ップ ・ラ ン プ の バ ッテ リー の テ ス ト

用
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74.ネ オ ン ラ ン プ

57×25φ3個

明 治 佐 賀 鉱 業

77.耐 圧電 気信 号押 釦開 閉器

河野 式C-3型96×43φ

下関 彦 島、河 野電 機株 式会 社製 造

75.耐 爆 型 自動 壁掛電 話 機

320×210×155

沖電 気工 業株 式会 社 昭 和32年7月 製 造

78.〔 旭 式 発破器 〕

136×83×57

※79と 同型 と思 われ るが 銘板 が な く不 詳 、外

形 寸法 がやや 異 な って い る

76.防 爆電 灯

型 式EL-53130×130φ

本 多産 業株 式会 社 昭 和37年 製 造

備 考一 風防 ガ ラ ス破 損

79.旭 式 発 破 器(発 掛)

型 式A-1型25発 掛

136×83×42

備 考 一 キ ー ス イ ッ チ 付 属
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80.旭 式 発 破 器

※79と 同 型 品 、 ス イ ッチ な し

81.コ ンデ ン サ ー 式 発 破 器

略 称C-2電 池 式30発 掛159×85×60

明 治 鉱 業 昭 和48年1月18日

備 考 一 つ り紐 付 き ケ ー ス 入 り

83.キ ャ ッ プ ・ラ ン プ(写 真 、 上 右)

本 体119×90×40ラ ン プ70φ

HONDADENKI

84.〔 炭 車 尾 灯 入 れ 〕(写 真 、 上 左)

265×130×58

備 考 一 こ れ に キ ャ ッ プ ・ラ ン プ を取 付 け て 、 炭

車 の 枠 に 掛 け 、 尾 灯 と し た(写 真 、 下)

82.防 爆 型定 着蛍 光灯

型式KL-6100V20W

855×140×140

下関 市河 野電 機株 式 会社製 造

85.旭 式 発 破 器

※79と 同 型 品 、 ス イ ッチ な し 、 革 ケ ー ス 入 り
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86.〔 炭 車 尾 灯'入 れ 〕

本f本206×125×60ヰ 丙130十100

89.キ ヤ ツプ 袋

袋165×155×50ベ ル ト1300

西 杵 炭 鉱 昭 和48年1月17日

備 考 手 製

87.〔 炭 車尾 灯 入 れ 〕

本 体345×133×60柄90十90

90.自 己 救 命 器

TSNαSR-10ELOTNo .4616

105×100×130

明 治 鉱 業 昭 和48年1月18日

88.〔 炭 車 用反射 板 〕

本体310×160柄125×85

備 考一 榿 色 反射 テー プ3本 貼付

91.自 己救 命器

70×90φ 重 松 製作 所 昭 和41年5月 製 造

杵島 炭鉱 昭和45年2月12日

※90と 同型 品 、ケー ス な し
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92.防 塵 マ ス ク

サ カ ヰ 式117号S型

120×110×80吸 入 口45φ

興 研 株 式 会 社 製 造

95.防 塵 メ ガ ネ

TSNo,127

175×70×40

昭 和48年1月15日

93.防 塵 マ ス ク

TSNo.2120×105吸 入 口83φ

杵 島 炭 鉱

96.防 塵 マ ス ク

サ カ ヰ 式ll7号S型120×110×80

昭 和48年1月18日

※92と 同 型 品 、 説 明 書 付 き

94.防 塵 メ ガ ネ

ShigernatsuTSNo.125

142×95

備 考 一 ひ さ し 付 き

97.防 塵 メ ガ ネ

※95と 同 型 品 、紐 な し

〈21>



98.改 良 ツ ル

柄g10刃 長285

101.改 良 ツ ル 穂 先

全 長142刃100×25×17

99.改 良 ツ ル

柄895刃 長125

備 考 一 穂 先 な し

102.改 良 ツ ル 穂 先

全 長227刃187×26×19

100.改 良 ツ ル

柄850刃 長135

備 考 一 穂 先 な し

103.〔 坑 内 枕 〕

375×90×97

西 杵 炭 鉱 昭 和48年1月17日
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104.〔 坑 内 枕 〕

265×105×86

西 杵 炭 鉱 昭 和48年1月17日

107.ベ ル ト(バ ッ テ リー 取 付 金 具 付 き)

940×77

105.キ ャ ッ プ か ら い

ベ ル ト840×60取 付 部240×110

※ バ ッ テ リー 装 着 用 ベ ル ト

108.ベ ル ト(バ ッテ リー 取付 金具 付 き)

990×70

杵 島炭鉱 昭和48年1月17日

106.キ ャ ッ プ 袋(キ ャ ッ プ か らい)

取 付 部200×106

109.キ ャ ッ プ か ら い

160×240
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110.キ ャ ップ か ら い 西 杵 炭 鉱48年1月114。 袋

111.キ ャ ッ フ。か ら い 115.袋 西杵 炭 鉱 昭 和48年1月17日

112.キ ャ ッ プ か ら い 116。 〔手 製 ベ ル ト〕850×30

113.ベ ル ト(バ ッテ リー 取 付 金 具 付 き) 117.ベ ル ト970×25計4本
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118.ケ ン カ キ

全 長460握 部ll2

備 考 先 端 部 欠

121.セ ッ トウ!ハ マ グ リ ノ ミ)

全 長345刃 幅28

119.ケ ン カ キ

全 長380握 部100

備 考 先 端 部 欠

122.セ ッ ト ウ

325×29φ

120.ケ ンカ キ

全長390鈎 部63握 部125

西杵 炭鉱 昭和48年1月17日

123.〔 工 具 〕

季丙253豆 頁音区60×23φ

明 治 鉱 業 昭 和48年1月28日
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124.救 急 箱

207×295×237

備 考 季中取 詰 所 備 付

127.あ しな か(坑 内 用 ワ ラ シ)

110×86

125.〔 ブ リキ 製 箱 〕

173×128×195

西 杵 炭 鉱 昭 和48年1月17日

128.ケ ー ジ

170×49

西 杵 炭 鉱 昭 和48年1月17日

126.つ ん ほの しょい(坑 外用 ワ ラジ)

190×92昭 和43年10月10日

備 考一 多久市 南 多久町 牟 田区 、古 賀繁雄 氏(明

冶43年IO月 生)作 成

129.か す か い

180十5713φ
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130.か す が い70+463+7013φ

134.カ ー バ イ ト ・カ ン テ ラ

337×143φ 傘145

131.〔 工 具 〕

132.〔 工 具 〕 明 治鉱業 昭和48年1月18日

135.カ ー バ イ ト ・カ ン テ ラ

292×140

西 杵 炭 鉱 昭 和48年1月24日

備 考 一 傘 部 欠

133.〔 工 具 〕
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136.水 筒 ア ル マ イ ト製190×100×70 140.水 筒

ア ル マ イ ト製205×100×70

137.水 筒 ア ル マ イ ト製220×160×80

141.デ ー シン グ(ム カデ)

285×38

明治 佐賀 鉱業機 械 小屋 昭和47年12月11日

備考一 コンベ ア ・ベ ル ト切 断時 の接 続用 金具

138.水 筒 ア ル マ イ ト製190×150×80

142.〔 工 具 〕

315×40φ

139.水 筒 ア ル マ イ ト製180×125×70
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143す じか い

全 長484線 径15φ

取 付 部151×50穴17φ

146銅 管

410十100fr…7φ

明 治 佐 賀 鉱 業 施 設 課 昭 和48年1月8日

144.ボ ッ ク ス ・レ ンチ

444十82

西 杵 炭 鉱 昭 和48年1月17日

147.〔 不 詳 〕

394×12φ

明 治 佐 賀 鉱 業

先 端部45

昭和48年1月8日

145.〔 不 詳 〕

207×14φ 先 端部40

148.〔 不 詳 〕

320×45 径12φ
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149名 札

164×33×35

152杖 木

384×!25

西 杵 炭 鉱

径25φ

昭和48年1 月17日

150.名 札

159×35×37

153.〔 開 閉 器 引 き紐 札 〕

120×57×17

陶 器 製

151.金 槌

柄215 豆頁音r)160×60φ

154.〔 赤 色 旗 〕

342×290 竹樟485
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155.ア ン ドン 車

!80×128φ

昭 和48年1月15日

木 製

158.〔 布 袋 〕

156.ザ ル

径510φ 深 さ130

備 考 一 底 を 針 金 で 補 強 して い る

159.車 軸 受(メ タ ル)

取 付 座190×50×15 軸 穴35φ

157.〔 人 車 用 鐘 〕

127×149φ

160.キ ャ ップ ・ラ ン プ

GSMINELAMPTYPEC

バ ッテ リー45×145×175ラ ン プ70φ
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H-!.山 の 神

380×420×170

杵 島 炭 鉱

H-4.ひ ざ ぐつ

170×100

H-2.水 筒

250×280×95昭 和45年10月8日

備 考一西 杵炭 鉱 にて 竹葉 俊夫 氏が拾 得

紐 付 き ブ リキ製

H-5.勤 務証 印 簿

127×89

西杵 炭 鉱 稲 富公 男

門卜

H-3.か るい

全 長930

備 考一 多久市柚 之 木原坂 本光 次 氏作 成

{

H-6.作 業 着(男 性 用)

550×90
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H-7.道 具 入 れ

270×320×80

備 考 一 五 坑 採 炭2428筒 井 の 記 名 あ り

H-10.杖 木(2本)

340×90

H-8.脚 絆

280×980

H-11.ま ぶ ぎ

520×800

H-9.防 塵 マ ス ク

TS.No.2120×80×85φ

H-12.ま ぶ べ こ

540×1120
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H-13.は ち ま き

910×70

「明 治 佐 賀主 婦 会 」

H-16.〔 看 板 作 成 用 吹 付 形 枠 〕

160×250西 杵 炭 鉱

「坑 口 → 」

H-14.た す き

760×110

「炭 鉱 の 国 有 化 を 斗い と ろ う」

「炭 鉱 災 害 を な くせ ・産 炭 地 を守 れ
」

H-17〔 看板 作 成用吹 付 形枠 〕

125×395西 杵炭 鉱

「天井 注意」

H-15.ポ ス ター

610×435鉱 業労 働 災害 防止協 会

「ガ ス又は 炭 じんの 爆発 災害 の防 止」

H-18.〔 看 板作 成用 吹付 形枠 〕

75×245西 杵炭 鉱

「ロープ に注 意」
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H-19.〔 看 板 作成 用吹 付形枠 〕

260×650西 杵 炭鉱

「炭 車に 注意 」

H-22.〔 看 板 作 成 用 吹 付 形 枠 〕

160×460西 杵 炭 鉱

「三 卸 □ □ 」

H-20.〔 看 板作 成 用吹 付形枠

110×380西 杵 炭鉱

「切 上 中 注意
」

H-21〔 看板 作 成用 吹付 形枠

160×460西 杵炭 鉱

「堀進 右 十一 片No .□
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